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総合的な学習の時間で育成する資質・能力（案） 

１ 次期学習指導要領改訂の方向性 



総合的な学習の時間の目標（案） 

【小中学校】 
探究的な見方・考え方を働かせ、よりよく課題を解決し、自己の
生き方を考えることを通して、次のとおり資質・能力を育成する。 

 
①課題（学習対象）に関する概念的知識を獲得し、課題の解決に必要な 
   知識や技能を身に付け、探究的な学習のよさを理解するようにする 
 
②実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、  
   整理・分析して、まとめ・表現する力を育成する 
 
③主体的・協同的（協働的）探究的な学習に取り組み、互いのよさを生かし 
   ながら、積極的に社会に参画する態度を育てる 

１ 次期学習指導要領改訂の方向性 



総合的な学習の時間の評価 

①総合的な学習の時間の目標を踏まえた観点 

②「育てようとする資質や能力及び態度」を踏まえた観点 

③各教科の評価の観点との関連を明確にした観点 

学習活動に関わる 「関心・意欲・態度」     「思考・判断・表現」 

             「技能」              「知識・理解」 など 

（例１）「学習方法」  「自分自身」  「他者や社会とのかかわり」  

（例２）「課題設定の力」「情報収集の力」（学習方法）    「将来展望の力」（自分自身） 

    「社会参画の力」（他者や社会とのかかわり） など 

「よりよく問題を解決する資質や能力」     「学び方やものの考え方」 

「主体的、創造的、協同的に取り組む態度」     「自己の生き方」 など 

１ 次期学習指導要領改訂の方向性 



１ 次期学習指導要領改訂の方向性 総合的な学習の時間の評価 



奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

 下のグラフで、「家で復習をしている」と答えた生徒ほど平均正答率が
高く、「復習をしていない」と答えた生徒ほど平均正答率が低い。 
 このような、質問に対する回答結果と平均正答率との間に相関関係
が見られるものを紹介する。 

２ 奈良県学力・学習状況調査からの報告 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉 
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

○家庭学習状況 

 ・家で、自分で計画を立てて勉強をしている。 

 ・家で、学校の授業の復習をしている。 

 ・疑問に思ったことは自分で調べてみようと思う。 

 

○自尊感情 

 ・ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがある。 

 ・自分は、先生から認められていると思う。 

 ・自分には、よいところがあると思う。 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉① 

２ 奈良県学力・学習状況調査からの報告 



奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

〇規範意識 

 ・学校の規則を守っている。 

 ・友達との約束を守っている。 

 ・学校では、先生に挨拶をしている。 

 

○社会に対する興味・関心 

 ・地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある。 

 ・テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ている。 

 ・家庭で、地域や社会で起こっている問題や出来事を話題にし 

  ている。 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉② 

２ 奈良県学力・学習状況調査からの報告 



奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

○授業において 

 ・小学校では、自分の考えを発表する機会が与えら 

  れていたと思う。 

 ・小学校では、授業のはじめに目標（めあて、ねらい） 
  が示されていたと思う。 

 ・小学校では、授業の最後に学習内容を振り返る活 

  動をよく行っていたと思う。 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉③ 

２ 奈良県学力・学習状況調査からの報告 



奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

○学校に行くのは楽しいですか。 

○学校に行けない、または、行きたくないと思うことがありますか。 

９０.６％ 

２４.４％ 

９.４％ 

２ 奈良県学力・学習状況調査からの報告 

登校や学校生活について 



生徒質問紙調査（県平均） 

奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

２ 奈良県学力・学習状況調査からの報告 

※設問１～10のうち、 
１～６は、「思う」、「どちらかといえば思う」と回答した生徒の割合の合計 
７～１０は、「どちらかいえば思わない」、「思わない」と回答した生徒の割合の合計を表す。 



奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査） 

○ 生徒に学校や地域で挨拶をするよう指導していますか。 

９６.９％ 

○ 学校では、生徒のよいところを見付け、褒めていますか。 

９８.４％ 

あいさつ指導 

生徒のよいところを見付け、褒めているか 

２ 奈良県学力・学習状況調査からの報告 
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２ 奈良県学力・学習状況調査からの報告 

奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査） 
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総合的な学習の時間では、課題の設定から始まる
探究的な過程を意識した指導をしていますか。 

64.3% 



奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査） 

学校全体の学力傾向や課題について、 

他の職員と共有していますか。 

奈良県学力・学習状況調査、全国学力・学習状況調査 

自校の生徒の実態を共有 

教職員の一致した指導 

２ 奈良県学力・学習状況調査からの報告 



総合的な学習の時間の目標 

   横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、 

自ら課題を見付け、自ら考え、主体的に判断し、より 

よく問題を解決する資質や能力を育成するとともに、 

学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や 

探究活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度 

を育て、自己の生き方を考えることができるようにする。 

３ 総合的な学習の時間の意義 
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小学校 児童質問紙 

１ 当てはまる 

２ どちらかといえば、当てはまる 

３ どちらかといえば、当てはまらない 

４ 当てはまらない 

平均正答率との関連 

「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報を集め
整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んで 
いますか 
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調査結果の分析と活用について  質問紙調査結果を教育活動に生かす  

Ｈ2７ 全国学力・学習状況調査結果より 

３ 総合的な学習の時間の意義 
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中学校 生徒質問紙 

１ 当てはまる 

２ どちらかといえば、当てはまる 

３ どちらかといえば、当てはまらない 

４ 当てはまらない 

平均正答率との関連 
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調査結果の分析と活用について  質問紙調査結果を教育活動に生かす  

「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報を集め
整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んで 
いますか 

３ 総合的な学習の時間の意義 

Ｈ2７ 全国学力・学習状況調査結果より 



 問題解決のスキルの育成は、教科と総合的な学習の 
時間の両方においてクロス・カリキュラムにおける生徒主
体の活動に生徒が参画することによって行われている 
ものである。 
 ＰＩＳＡの好成績を生み出しただけではなく、2003年か
ら2012年にかけて生徒の学校への帰属意識の高まりな
どが生まれている。 

2012 ＰＩＳＡ 調査報告 

３ 総合的な学習の時間の意義 



ＰＩＳＡ調査受検者の 
総合的な学習の時間の学習履歴 

2000 2003 2006 2009 2012 
総合的な 

学習の時間
の学習履歴 

× × △ ○ ◎ 

３ 総合的な学習の時間の意義 



４ 全体計画の作成 

 ①各学校において定める「目標」 
 ②各学校おいて定める「育てようとする資質や能力及び態度」 
 ③各学校において定める「内容」 

全体計画の中心となる3要素 



４ 全体計画の作成 



（１）目標の作成（第１の目標を踏まえ作成する） 

 
 
〈第１の目標の構成要素〉 
①横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して 

②自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決
する資質や能力を育成するとともに 

③学び方やものの考え方を身に付け 

④問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育て 

⑤自己の生き方を考えることができるようにする。 

（具体例） 

４ 全体計画の作成 



（２）内容の作成 

 

４ 全体計画の作成 



（３）内容の作成 

 

４ 全体計画の作成 



（３）育てようとする資質や能力及び態度の設定 

 

４ 全体計画の作成 



４ 全体計画の作成 


